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住した新規就農者（新規参入者）による非血縁的な
経営継承が起きつつあること、などである。高度成
長期に、全国的な潮流とは離れたところで独自の展
開を遂げた有機農業運動の事例として、この事例の 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全体像をかむことができた。今後も同地域への実態
調査を継続するとともに、地域特性の異なる複数の
地域においても調査を実施し、戦後日本における有
機農業運動の多系的発展のあり方をモデル化したい。 
